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❤党強化募金の取り組みを強めよう！ 

この間、地区では、募金の訴えを新聞に折り込み、お願いしてい

ます。５人の方より募金を届けていただき、心より感謝しています。 

❤党費納入のお願い 

党費は、党員の心を集める活動です。あたたかい党づくりの第一

歩です。すべての党員から党費を集め切りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市会議員団控室 ℡740-1811 

日本共産党川西市委員会 

川西市平野２－１－３ 

℡７９２－２１６４ 

北野のり子の活動をお知らせ

しています。 

６月１０日、トップバッター

で一般質問をおこないまし

た。主な内容についてご報告

します。 

６月定例会：６月６日～２４日 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
約
３
カ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
東
北
地
方
の
太
平
洋
沖

Ｍ
９
の
地
震
は
、
私
た
ち
が
経
験
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
の
３５０
倍
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
巨
大
地

震
と
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
、
そ
の

う
え
、
福
島
原
発
事
故
の
被
害
が
加
わ

り
、
「
国
難
」
と
い
う
べ
き
未
曾
有
の

規
模
で
す
。
地
震
は
予
知
さ
れ
て
も
対

応
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

危
険
な
も
の
は
置
か
な
い
こ
と
や
地

震
に
よ
る
建
築
物
の
被
害
・
損
傷
を
抑

制
す
る
等
、
未
然
防
止
対
策
に
重
点
を

お
き
地
震
が
お
き
て
も
大
丈
夫
な
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。 

【
質
問
】
耐
震
化
の
現
況
に
つ
い
て 

（
回
答
）
市
内
の
住
宅
総
数
は
、
５
８
２
０

０
戸
、
内
地
震
危
険
住
宅
は
１
１
１
８
０
戸
。

耐
震
化
率
８１
％
。
多
数
の
も
の
が
利
用
す
る

建
築
物
に
つ
い
て
は
学
校
、
病
院
、
百
貨
店
、

事
務
所
、
共
同
住
宅
、
工
場
等
で
３
階
建
て

以
上
、
延
べ
面
積
１
０
０
０
㎡
以
上
で
総
棟

数
は
、
市
所
有
、
民
間
の
建
築
物
を
合
わ
せ

て
３０９
戸
で
す
。
そ
の
内
耐
震
性
が
な
い
建
築

物
の
数
は
５４

棟
と
推
計
。
耐
震
化
率
は

８２．５
％
。 

【
質
問
】「
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
、
現
況
、
普
及
し
な
い
理
由

と
解
決
策
は 

（
回
答
）
２２
年
度
末
時
点
、
住
宅
の
診
断

戸
数
の
累
計
は
１
６
６
７
戸
で
そ
の
内
耐

震
改
修
が
必
要
な
戸
数
は
１
２
７
１
戸
。 

 

事
業
が
進
ま
な
い
理
由
は
、
費
用
が

か
か
る
こ
と
。
補
助
制
度
を
周
知
す
る
た

め
市
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
よ
り
一
層
の

周
知
啓
発
に
努
め
る
。 

【
質
問
】
低
金
利
融
資
や
優
遇
税
制
等

普
及
す
る
べ
き
で
は 

（
回
答
）
所
得
税
の
控
除
、
固
定
資
産
税
の

減
額
は
、
平
成
１８
年
度
分
に
よ
り
実
施
。
ま

た
融
資
に
関
し
ま
し
て
は
、
低
金
利
融
資
で

は
な
い
が
、
県
に
お
い
て
住
宅
耐
震
改
修
工

事
費
等
の
借
入
金
の
利
子
補
給
助
成
制
度

を
実
施
。
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
。 

＊簡易耐震診断推進事業について 

対象：Ｓ５６年５月３１日以前に着工した住宅 

費用：３０００円 

耐震性が劣ると診断され、補強や改修する場

合、費用の一部を市や県が負担。県及び市の補

助金を合わせると戸建住宅の場合最大で耐震

診断耐震改修計画策定に２０万円、耐震改修工

事に１１０万円の 

計１３０万円の補助金となります。 

【
質
問
】
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

と
耐
震
診
断
と
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ

と
で
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は 

（
回
答
）
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
関
係
は
深

い
も
の
だ
が
、
住
宅
耐
震
改
修
の
推
進
に
取

り
組
む
中
で
市
単
独
で
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
を
新
た
に
加
え
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
。 

【
質
問
】
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防
災
ベ

ッ
ド
・
防
災
テ
ー
ブ
ル
に
も
補
助
金
を 

（
回
答
）
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。 

【
質
問
】
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
善

補
助
制
度
を
創
設
す
る
べ
き
で
は 

（
回
答
）
狭
隘
な
市
道
に
面
す
る
崩
壊
の
危

険
性
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
う
ち
、
道
路
拡

幅
に
用
地
を
寄
付
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

区
分
に
あ
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
狭
隘

市
道
整
備
事
業
で
市
が
費
用
負
担
し
撤
去

を
考
え
て
い
る
。 

【
質
問
】
家
具
等
の
固
定
費
用
の
補
助

制
度
を
創
設
す
る
べ
き
で
は 

（
回
答
）
自
助
の
範
囲
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
家
具
の
固
定
の
必
要
性
や
寝
室
等

で
の
家
具
の
配
置
方
法
の
重
要
性
を
周
知

す
る
こ
と
や
啓
発
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い

く
。
平
成
２３
年
２
月
に
は
防
災
組
織
連
絡

会
で
家
具
の
固
定
問
題
に
つ
い
て
講
習
を

行
い
各
自
主
防
災
会
の
方
々
に
地
域
で
広

め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
。 

学校施設の耐震化については、市の重要施策として位置づけられ、２０１５年度に１００％にすることを目標にすすめられて

いますが、個人の住宅については、費用負担が大きなネックとなり進まないのが実態です。東日本大震災を機に「わがやの耐震

性」が気になりはじめた方も多いはず。耐震補強は、個人の生命・財産と合わせ公共の利益を守る上でも重要な施策です。市民

の命と財産を保護する観点に立ち、でき得る対策は一刻も早く取り組むべきです。また、ハード面だけではなく自主防災の強化

等、「自助、共助、公助」が連携できるようソフト面の支援も要望しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                      

地域の方より東久代運動公園前の道

路を通行する際、植木が茂り、前方が見

えにくく危険だと連絡がありました。市

の道路管理課に問い合わせたところ国

の土地だということがわかりました。管

理責任者である市に改善を求めたとこ

ろ、傍に住む住民の方に指導。早速、植

木を伐採してくれ見やすくなりました。

これからもお気軽に連絡してください。 

 住宅用太陽光発電システム補助金がスタート！！ 
補 助 額：１ｋｗあたり３万円（上限１０万円、市内業者１４万円） 

受付期間：７月１１日～来年３月３１日まで（先着順、予算がなくなり次第終了） 

予 算：住宅用 ５８０万 約５０戸分・市役所設置（３ｋｗ）３８０万 

 

福
島
原
発
事
故
は
、
現
在
も
予
断
を

許
さ
な
い
危
機
的
な
事
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
今
回
の
事
故
に
よ
っ
て
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
脆
弱
さ
が
悲

劇
的
な
か
た
ち
で
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
原
発
に
た
よ
ら
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
転
換
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
７
月
か
ら
川
西
市

で
も
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
対
し
市
単
独
事
業
と
し
て
補

助
金
申
請
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま

た
、
市
役
所
南
玄
関
に
も
設
置
さ
れ
環

境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
啓
発
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

【
質
問
】
太
陽
光
発
電
装
置
の
普
及
に

つ
い
て
。
南
玄
関
設
置
の
容
量
が
な
ぜ

一
般
家
庭
程
度
な
の
か
（
３
ｋ
ｗ
） 

（
回
答
）
あ
く
ま
で
環
境
啓
発
用
の
も
の

で
あ
り
庁
舎
の
発
電
量
を
賄
う
た
め
に
設

置
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
か
ら

見
え
る
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
こ
と
が
容
量

も
一
般
家
庭
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る 

【
質
問
】
今
後
、
災
害
時
等
の
緊
急
用

の
電
源
と
し
て
使
え
る
容
量
に
増
や
す

考
え
は 

（
回
答
）
な
い 

【
質
問
】
本
庁
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自

動
販
売
機
５
機
の
う
ち
市
民
が
あ
ま
り

利
用
し
な
い
３
機
は
無
く
す
べ
き
で
は 

（
回
答
）
本
庁
舎
に
勤
務
し
て
い
る
職
員
の

福
利
厚
生
と
来
庁
者
の
利
便
性
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
省
エ
ネ
型
の
自
動
販
売
機
を

設
置
し
て
い
る
の
で
理
解
し
て
欲
し
い
。 

【
質
問
】
太
陽
光
発
電
装
置
を
公
共
施

設
に
普
及
す
る
考
え
は 

（
回
答
）
設
置
費
用
の
回
収
が
問
題
。
そ

の
た
め
に
は
電
力
の
買
取
制
度
が
重
要
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
。 

【
質
問
】
蓄
電
池
の
助
成
を
今
後
検
討

す
る
べ
き
で
は 

（
回
答
）
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
へ
の
補

助
を
優
先
さ
せ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
の
で
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い 

【
質
問
】
太
陽
光
発
電
促
進
付
加
金
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か 

（
回
答
）
太
陽
光
発
電
を
拡
充
し
て
い
く

た
め
に
は
付
加
金
の
増
額
も
や
む
得
な
い

状
況
。 

 

＊太陽光発電促進付加金 

発電した電力を会社に売り、電力会社はその費用を

一般家庭の電気代に上乗せしています。 

＊全量固定価格買い取り制度法案 

現行では電力の余剰買取制度となっており買取価

格は住宅用１０ｋｗ未満で１ｋｗあたり４２円、非

住宅用で１ｋｗあたり４０円。通常国会で法案が出

されています。全量買い取ると５年から１０年で初

期投資分が回収できると言われています。 

【
質
問
】
初
期
投
資
分
を
低
利
の
「
エ

コ
ロ
ー
ン
」
を
組
ん
で
貸
付
す
る
制
度

を
つ
く
る
べ
き
で
は 

（
回
答
）
現
状
で
相
当
数
の
設
置
件
数
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
施
策
と
し
て
拡
充

の
必
要
性
は
薄
い
と
考
え
る
。 

【
質
問
】
共
同
発
電
所
が
注
目
さ
れ
て

い
る
が
他
市
の
事
例
を
参
考
に
検
討
す

る
べ
き
で
は 

（
回
答
）
太
陽
光
へ
の
補
助
で
十
分
と
考
え

て
い
る
。 

【
質
問
】
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に

向
け
研
究
し
取
り
組
む
べ
き
で
は 

（
回
答
）
川
西
市
に
お
い
て
は
、
地
熱
発

電
は
無
理
。
風
力
発
電
も
年
間
の
平
均
風

量
等
か
ら
難
し
い
。
太
陽
光
発
電
は
気
候

的
に
日
照
時
間
が
長
い
の
で
立
地
条
件
と

し
て
は
優
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
の
普
及
を

促
す
の
が
得
策
だ
と
考
え
て
い
る
。 

【
質
問
】
一
庫
ダ
ム
の
水
力
発
電
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
か 

（
回
答
）
市
内
の
地
形
は
標
高
差
が
少
な

く
、
ま
た
発
電
機
を
設
置
す
る
初
期
投
資

額
が
大
き
い
こ
と
か
ら
発
電
能
力
と
し
て

多
く
を
望
め
な
い
。 


